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はじめに 報告概要 

 

報告者は 2024年 4 月から相模原中等教育学校に着任した。教員歴は 12年目で、これま

で主に世界史を担当してきたが、初めて中学 3年生の「社会（歴史分野）」、および「歴史

総合」を担当することになった。本稿では 1年間の授業改善の軌跡を紹介しながら、中高

接続の可能性や課題を述べたい。勤務校の文系生徒のカリキュラム（社会科）については

以下のようになっている。 

１年生…「社会（地理分野）」→週３コマ（45分） 

２年生…「社会（歴史分野）」→週３コマ 

３年生…「社会（歴史分野）」→週３コマ ＆「社会（公民分野）」→週２コマ 

４年生…「歴史総合」→週 1コマ（100分授業） ＆「公共」→週１コマ 

５年生…「地理総合」→週 1コマ ＆「世界史 or 日本史探究」→週２コマ 

６年生…「世界史 or日本史探究」→週１コマ 

本稿で紹介する生徒は、中学２年の歴史分野で「市民革命～アヘン戦争」までの通史を

学習した中学３年生である。そして本校のカリキュラムで特徴的な点が、後期課程（高等

学校に相当）の前倒し制度によって、本来は高校で学習する「歴史総合」を中学 3年生か

ら学習する点である。2024 年度は 1月から「歴史総合」の授業をはじめた。 

「歴史総合の前倒し」は学校の既定路線であるが、具体的にどう実践するかは教科担当

者に委ねられている。そこで本稿では、中学３年生に歴史総合を教える取り組みの中で気

付いた中高接続の可能性や課題を整理したい。 

 

１ 実践① はじめての中学社会（歴史分野）をどのように実践したのか 

 

報告者にとって初めての中学歴史となるが、中学歴史教科書は想像以上に力が入ってお

り、示唆を受ける点が非常に多かった。本文の中で、具体的な歴史事象は挙げずに変化や

影響を述べている点や、空間軸や時系列が理解しやすいように記述されている点などであ

る。そこで、高校の授業で多く使われる穴埋め形式のプリントは使わず、教科書のコピー

と板書を基本に授業してみようと考えた。過去に本校で歴史総合（中学３年生）を担当し

た教員からの引継ぎで、「中学の通史も学習していない段階では、歴史総合の問いづくりは

厳しい。」と聞いていたこともあり、まずは中学歴史を丁寧にやっていくことに努めた形で

ある。 

歴史総合を見据えた授業としては、史資料を授業プリントに取り入れた点である。歴史

の大きな流れを理解させるとともに、諸資料から多面的・多角的な考察をさせたり、現在

とのつながりを考察させることは、歴史的な見方・考え方を育てるうえで効果的だと感じ

た。ただし、こうした取り組みで見つかった課題が、物知りな生徒にはあまり効果を感じ

なかった点である。つまり、「歴史学習とは確定した事実の暗記であり、原因や構造を理解



することが歴史の学習である」という学習観がある生徒が少なからずおり、彼らにはさら

なる授業改善が求められると感じた。 

 

２ 実践② 単元まとめ学習 

 

学習指導要領においても、中学歴史では、歴史の大

きな流れを理解することが重要だとされている。そこ

で近代化の単元まとめでは、学習事項をカテゴリに分

ける学習課題を課した。加えて、「過去に生じた変化や

社会問題が決して現代社会とも無関係ではない」とい

う問題意識（報告者にとっての“歴史的な見方・考え

方”）を生徒にもってもらうために、近代化の功罪を考

察させる課題を課した。生徒の成果物は図１のような

ものである。 

 

３ 実践④ 小単元まとめとしての「重要な問い」 

  

紙幅の都合から、大会当日に報告した実践③（ノー

ト提出）は省略する。実践④では、「小単元の中で最も

重要だと考えた問いを１つ挙げる」という課題を紹介

する。授業では毎回、教員が問いを設定して授業を行

ってきた。周知のとおり歴史総合では「問いづくり」

が学習活動の１つに位置付けられている。そこで中学

３年の段階でも「問い」に意識を向けさせ、探究学習

や歴史学習にも接続させることを意図したワークであ

る（図２）。 

一方で、この大単元では「時代を概観する」ための

足場架けが不十分であった。一部の時代のみに焦点を

当てて「（普通選挙法などに注目して）民主主義が広が

った」とまとめる生徒もいれば、「（戦争の時代に注目

して）民主主義が抑圧された」とまとめる生徒も出て

きてしまった（図３、図４）。改善案としては、推移を

意識させるために民主主義の拡大や抑圧を折れ線グラ

フなどで表現させるワークなどがあるだろう。その後

文章で記述させると、「推移をふまえた時代の概観」が

できるのではないだろうか。 

 

４ 実践⑤ 歴史総合を意識した「問いづくり」 

 

歴史総合の学習では単元の中で「問いづくり」の活

動が求められている。『学習指導要領解説地理歴史編』

によると、その意図するところは「学習内容に対する

図１（上）：近代化の振り返り 

図２（上）：問いによる時代の概観 

図３（上）：時代を概観する振り返り 

図４（下）：時代を概観する振り返り 



生徒の課題意識を育むこと」（p.129）だとされている。しかし同時にこの学習は「中学校

までの学習及びこの科目のそれまでの学習を踏まえ…」とされている。歴史総合の意図す

る展開とは異なるが、学習後に「問いづくり」をさせてみたのが実践⑤である。定期試験

で初見資料を掲載し、その内容をふまえて生徒に問いを表現させた。さらに、問いについ

ては「時系列、比較、現在とのつながり」などのカテゴリーを指定し、その指示に沿った

問いを正答と扱った。 

具体的には、図５～図６にまと

めている。この試験問題では、

『ベルツの日記』を引用したう

えで、「現在とのつながり」に分

類できる問いを表現させた。厳

密な採点をしたわけではなく、

現代社会を考えるような問いを

表現できていれば正答として扱

った。この実践の狙いも、「歴史

学習は事実の暗記ではなく、学

習を通して社会への問題意識を

持つ」ことにある。生徒の答案を

見てみると、「過去を学ぶこと」

について比較したり、「現代人と

の違い」に関心を持っているこ

とがわかり、通史学習を終えた

後の「問いづくり」には「歴史観」

や「世界観（現代社会への課題意

識）」を考えさせる学習活動にな

る可能性を感じた。 

 

 

 

 

図５（下）：問いづくりの定期試験問題。『ベルツの日記』より 

図６（上）：『ベルツの日記』をふまえて生徒が作成した問い。 



５ 実践⑥ １月からはじまった「歴史総合」 

 

12月までの中学歴史で、生徒は終戦までを学

習した。そして戦後史からは歴史総合へと移行

した。ここで紹介するのは、大項目Ｂ（４）の

「現代的諸課題」に位置付けた学習である。Ｇ

ＨＱの改革から、現代社会に繋がる問題（近代

家族の課題）を調べさせ、どのような改善や解

決が求められるかを考えさせた（図７）。 

歴史学習を「問題」として捉えていくこと、

当事者意識をもって歴史を学ぶという狙いは達

成できたように感じたが、一方で時間数の不足

やＷＥＢ記事のまとめになってしまう生徒がい

たことも課題として挙げられる。 

 

６ 実践⑦ 戦争の記憶・記録に関する調査 

 

授業展開としては、まず映画「ラーゲリより

愛を込めて」を鑑賞。その後、映画の原典とな

った、山本顕一『寒い国のラーゲリで父は死ん

だ』（バジリコ、2022年）を取り上げながら、

登場人物の描かれ方の違いについて考えさせ

た。そして各自が戦争の記憶・記録に関する調

査を行い、調べた内容を「歴史新聞」にまとめ

させた（図８）。図書館などで戦争体験者の史

料は多く残されているが、この学習に取り組

ませるうえで、まず映画学習から入ることは

大きな有用性（学習としての必然性）を生徒に感じさせることができたと思う。 

大会当日の質疑応答では「生徒の成果物を学校外に発信する機会はあるのか」という質

問があった。本質的にはこれは学習評価とも関連する問いだが、これは報告者も悩んでい

る点である。授業時に実践したのはＮＨＫのＷＥＢサイト「戦跡」への投稿であった（2026

年２月現在、このページは見つからない）。せっかくの生徒の探究成果を学校内で完結させ

るのは勿体ない気持ちがあり、例えば地域の博物館や図書館と協力した展示などが有効だ

ろう。日本史研究推進委員会が取り組んでいる博学連携は、こうした実践と親和性が高い

ように思う一方で、教科担当者や学芸員の負担も考えて持続可能なやり方を模索する必要

があるだろう。 

 

７ 「戦後史の３か月だけ歴史総合」という中学３年生を担当して 

 

当たり前だが、中学歴史を終えた高校１年生への歴史総合と、通史も終えていない中学

３年生への歴史総合は全く異なることを再確認した。本校のように中高６年間の完全一貫

校だからこそ「前倒し」は有効かもしれないが、中学歴史をふまえているからこそ歴史総

図７（上）：近代家族に関する生徒の考察 

図８（上）：生徒の成果物 



合のような学習活動は可能になる。いわゆる困難校においては、「中学歴史の学びなおし」

が歴史総合の授業内で行われているという話を聞いたことがあるが、せっかくであれば中

学歴史の内容を学びなおすだけでなく、歴史総合ならではの学びを体験させることが重要

なのではないだろうか。（もちろん学びなおしは重要であり、不要だと主張したいわけでは

ない） 

 

８ おわりに  

 

既に述べたように、授業づくりにおいては「物知りな生徒」が陥る学習観を揺さぶるこ

とを常に意識していた。しかし、そのような授業展開においては、むしろ定期テスト以外

のほうが学習評価がやりやすく、定期テストの方式や内容を変えること（例えば定期テス

トを持ち込み可にするなど）も有益だったのではないかと反省している。 

今回いくつかの実践を紹介しながら、「歴史総合前倒し」の可能性や課題について述べて

きた。一般的な意味での中高連携とは異なるが、高校で歴史総合を実践する際には、中学

段階の学習内容を理解しておくことが重要であることを強調したい。特に、歴史よりも公

民分野の学習が歴史総合や「問い」につながっているように思う。中学校学習指導要領（社

会）では、学習の際に着目すべき点を例示しており、「対立と合意、効率と公正など」「分

業と交換、希少性など」「個人の尊重と法の支配、民主主義など」「協調、持続可能性など」

が現代社会をとらえる枠組みとされている。これらは歴史総合で現代的な諸課題を考察す

るための観点として例示されている「自由・制限」「平等・格差」「開発・保全」「統合・分

化」「対立・協調」ともつながる枠組みである。実践⑥で取り上げた「近代家族」に関する

学習では、このような視点が欠けていたように思う。今回は「現代社会においてどのよう

な改善・解決が求められるか」を考えさせたが、これは純粋な歴史理解というより、社会

の構造や問題を分析する思考を求めている。その思考の枠組みこそが、中学公民で培われ

る見方・考え方だったのではないだろうか。 

もちろん、現場レベルにおいて教室内の授業でこうした観点が具体的に活用されている

かは学校・教科担当による差があるだろう。その意味では、中高がお互いに授業研究を発

信・受信し続ける取り組みが求められる。そして両者の議論ができるとすれば、その一つ

は教科書にあるのではないだろうか。高校教員は中学社会の教科書をふまえて授業を考え、

中学教員は高校の「歴史総合」「地理総合」「公共」の教科書を見据えた授業を考える。そ

してそれらの意見交換の場として、社会科部会が機能するような未来を期待したい。（例え

ば、高校教員が中学公民の『対立と合意』『効率と公正』などの枠組みを意識して歴史総合

の問いを設計することが、中高接続の現実的な入り口になるのではないか） 

今回は中高一貫校の社会科教員として、中学３年生の歴史の実践と授業改善の軌跡をま

とめ、歴史総合との接続を模索する過程を紹介した。高大連携だけでなく、中高連携が進

展することで社会科教育がより発展していくことを望んでいる。 


